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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第３問 問２ 「14」地理Ｂ

複数の資料を組み合わせて特徴を読み取る問題で、各学力層で差がついた

202３年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「地理Ｂ」
受験者数： 103,344人
平均点： 49.2点
標準偏差： 14.9

【出典】 問題・集計結果データともに、202３年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。

第３問 問２ 「１４」

正解率 45.8％
SS75～ 95.3％
SS70～75 87.1％
SS65～70 76.0％
SS60～65 65.9％
SS55～60 57.0％
SS50～55 48.1%
SS45～50 40.4％
～SS45 28.9％
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与えられた資料から、宗教（宗派）ごとの人口の変化を読み取り、歴史や宗教の特徴を
想起しながら地域別人口割合を考える問題で、各学力層で差がつきました。

地域の位置関係や歴史などを想起した上で、会話文で示された宗教人口と人口増加
の関係も踏まえ、世界における宗教分布を考察する問題で、それぞれの宗教の人口が
多い地域についての正しい知識と、資料から人口の変化の特徴を考察し、結びつける
ことで正解を導くことができます。知識、資料読解の技能、背景を考察する力の３つが
すべて必要とされたため、各学力層で差がついたと考えられます。

断片的な知識は身についていても、それを具体的な地域に応用したり、逆に模式図な
ど抽象的な概念に応用するまでの力はまだ十分ではないという時期だと思われます。
これからの２か月あまりで、「知識の使い方」を身につけていくためには、実戦的な問題
演習を重ねるとともに、未修の内容を理解する際にも、「なぜ、そうなるのか」という視
点や、「他と比較して考える」という視点で学習をすすめることが大切です。

また、本問のように、共通テストでは、図やグラフ、表、文章など複数の資料が示され、そ
れらを組み合わせて判断する出題の増加が予測されます。上記の観点で資料を読ん
でいくことが、資料の着眼点をみつける力の育成につながります。

結 果 分 析

指導の ご提案
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複数の資料を組み合わせて特徴を読み取る問題で、各学力層で差がついた

地理Ｂ

実戦形式の類題演習のご提案ページへ

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/231027/231027geo_2.pdf

